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ワークショップの流れ

第1回

第2回

第3回







日程

各回のコンテンツ

宿題事項

貴社が抱える悩みの深堀り(Why)

具体的な解決方針の検討(What)

DX推進方法の検討(How)

推進上の個別課題の対応相談

現状課題の

整理

議論結果を踏まえ、課題解決すべき領域を整理する

解決方針の

社内確認

社内の関係者に対して意見をヒアリングする

推進時に想定される課題抽出

解決方針に沿って推進した際に
つまづきそうなポイントを整理する
（体制構築・予算承認など）

DX施策の実行

取り組みを開始する





9/20

11/8

8/2

ワークショップ終了時の状態：

・自社の課題がどこにあるの現在地点を認識

・何のためにDXをやるのか方向性が見えている

ワークショップ終了時の状態：

・どの領域に対して何を実施するか、DXの実現イメージが見えている

ワークショップ終了時の状態：

・DXの進め方や体制、つまづきそうなポイントに関して何らかの気づきが得られている
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